
参
加
申
込
：
タ
イ
ト
ル
に「
第
20
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
申
し
込
み
」と
明

記
の
上
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
連
絡
先（
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
ま
た
は
E

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）を
添
え
て
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。

申
込
先
：
公
益
財
団
法
人
ひ
と
・
健
康
・
未
来
研
究
財
団
事
務
局　

（
担
当
：
森
田
直
子
）

TEL&
FAX：

075-212-1854　
hitokenkoum

irai@
jnhf.or.jp

物
語 

は
ど
う
作
ら
れ
る
の
か
虚
構
と
現
実
の
は
ざ
ま
で

市
民
公
開
講
座 

第
20
回
ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８
京
都

山
極 

寿
一
／
公
益
財
団
法
人
ひ
と
・
健
康
・
未
来
研
究
財
団 

理
事
／
京
都
大
学
総
長

「
人
類
に
現
れ
た『
物
語
』を
作
る
能
力
」

藤
原 

辰
史
／
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

准
教
授

「
歴
史
と
物
語
の
あ
い
だ―

 

ナ
チ
ス
が
作
っ
た『
歴
史
』を
手
が
か
り
に
」

い
し
い 

し
ん
じ
／
作
家

「
も
の
が
た
り
の『
は
じ
ま
り
』、
も
の
が
た
り
の『
お
わ
り
』」

竹
宮 

惠
子
／
京
都
精
華
大
学
大
学
院
教
授
／
漫
画
家

「
物
語
は
だ
れ
の
も
の
？―

私
の
物
語
は
あ
な
た
の
物
語
に
な
る
」

私
た
ち
は
大
小
の
物
語
の
中
に
生
き
て
い
る
。
そ
れ
は

一
体
、
だ
れ
が
ど
ん
な
意
図
で
作
り
出
し
た
も
の
な
の
か
。

そ
れ
と
も
人
間
の
行
為
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

自
ず
と
物
語
を
作
り
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
性
質
を

持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
れ
を
4
人
の
話
者
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
人
類
の
進
化
の
中
で

物
語
は
い
つ
現
れ
た
の
か
。歴
史
と
い
う
壮
大
な
物
語
は

ど
う
作
ら
れ
る
の
か
。作
家
の
頭
に
物
語
は
ど
う
生
ま
れ

る
の
か
。そ
し
て
、漫
画
と
い
う
世
界
に
物
語
は
ど
う
表

現
さ
れ
る
の
か
。対
話
の
中
に
人
間
の
お
か
し
な
知
性
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

13
時
か
ら
17
時
10
分

９
月
16
日﹇
日
﹈

２
０
１
８
年

〒
６
０
２-

８
３
８
１

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
七
本
松
西
入
ル
真
盛
町
７
４
２ 

上
七
軒
歌
舞
練
場

Kam
ishichiken Kabukai

参
加
無
料

主
催
：
公
益
財
団
法
人 

ひ
と
・
健
康
・
未
来
研
究
財
団

http://w
w
w
.jnhf.or.jp

後
援
：
京
都
府
・
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会
・
京
都
新
聞

交
通
案
内

市
バ
ス﹁
北
野
天
満
宮
前
﹂﹁
上
七
軒
﹂下
車 

徒
歩
3
分

西
大
路
通

天
神
川

北
野
天
満
宮

御
前
通

平
野
神
社 上七軒

歌舞練場

バス停
「上七軒」

北野白梅町 今出
川通

バス停
「北野天満宮前」


